
　特定の事業を行う場合または特定の収入で事業を行う場合に、経理を他の会計と区別するため、法律や条例に基
づき設置している会計で、松本市には11の特別会計があります。令和 4年度は、黒字が 6会計、収支同額が 5会計
（歳入不足のため翌年度歳入から繰上充用した市街地駐車場事業を含む）となりました。

　企業会計とは、民間企業と同様に利用料金などの事業収益
で運営される会計です。松本市には令和 4年度末で 4つの企
業会計があり、 3会計が黒字、 1会計が赤字となりました。

●問い合わせ　財政課（☎34－3273　ｆ33－1877）

市税：市民税・固定資産税など
国庫支出金：国から支出された負担金・補助金・

委託金
地方交付税：一定水準の行政サービスを維持で

きるよう国から配分されたお金
諸収入：貸し付けたお金の回収金や市預金の利

子など
市債：道路や施設建設などのために借り入れた

お金
県支出金：県から支出された負担金・補助金・

委託金
地方消費税交付金：消費税のうち、地方に配分

されたお金
繰入金：基金を取り崩したり、特別会計から繰

り入れたりしたお金
使用料・手数料：市営住宅の家賃や、施設使用

料など
その他：不要な土地を売り払ったお金や、前年

度からの繰越金など
市税 国庫支出金 地方交付税 諸収入 市債

県支出金 地方消費税交付金 繰入金 使用料・手数料 その他の収入

　一般会計の市債残高は、前年度末と比べ、17
億円の減となりました。特別会計・企業会計は、
前年度末と比べ、22億円の減となったことから、
全体では39億円の減となりました。

令和 4 年度松本市決算報告
一般会計歳入

使用料・手数料
14億7,888万円

繰入金
44億8,355万円

地方消費税交付金
65億1,253万円

県支出金
72億1,184万円

市債
72億4,560万円

諸収入 
81億8,412万円

地方交付税
154億6,582万円

国庫支出金
198億6,964万円

市税
375億2,110万円

1,148億5,513万円
前年比＋0.9％

歳入

その他
68億8,205万円

特別会計

市債残高

企業会計

会計名 歳　　入 歳　　出 差引額 会計名 歳　　入 歳　　出 差引額
母子父子寡婦福祉資金貸付金 3,192万円 1,711万円 ＋1,481万円 公設地方卸売市場 6億8,056万円 6億8,056万円 0円
霊園 2億1,867万円 9,688万円 ＋1億2,179万円

市街地駐車場事業
2億1,256万円 2億4,577万円 △3,321万円

地域排水施設事業 1億  136万円 1億  136万円 0円 ※歳入不足額を翌年度歳入から繰上充用 ＋3,321万円
国民健康保険 237億1,826万円 230億7,330万円 ＋6億4,496万円 差引額計 0円
後期高齢者医療 33億3,305万円 32億2,769万円 ＋1億  536万円 奈川観光施設事業 1億  356万円 1億  356万円 0円
介護保険 227億9,739万円 222億3,505万円 ＋5億6,234万円 松本城 12億　81万円 10億5,660万円 ＋1億4,421万円
農業集落排水事業 1億  415万円 1億  415万円 0円

会計名 総　収　益 総　費　用 当年度純損益
水道事業 50億4,398万円 50億2,852万円 ＋1,546万円
下水道事業 72億  928万円 62億5,572万円 ＋9億5,356万円
病院事業 57億  716万円 52億3,684万円 ＋4億7,032万円
上高地観光施設事業 3億4,047万円 3億4,442万円 △395万円
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　歳入は、市税が前年度比（以下同）3.4パーセントの増となった一方、臨時の経済対策等の影響により地方
交付税が6.4パーセントの減となり、全体では0.9パーセント増加しました。
　歳出は、子育て世帯等への給付金支給事業の終了により扶助費が9.5パーセント減となりましたが、光熱水
費や委託料等の増により物件費が13.1パーセント増となったことから、全体では1.2パーセント増加しました。

　財政の健全度を示す指標は次のとおりです。
　いずれも早期健全化基準や財政再生基準を下回っており、
健全な財政状況にあることを示しています。

　松本市には、公営企業に分類される会計が 9 会計（水道事業など 4 企業会計と、地域排水施設事業など 5 特別
会計）ありますが、資金不足を生じている会計はありませんでした。

実質赤字比率：普通会計（一般会計、母子父子寡
婦福祉資金貸付金特別会計、 霊園
特別会計）の赤字額の割合

連結実質赤字比率：市全体の赤字額の割合
実質公債費比率：市税等の標準的な収入額のうち、

市全体の借金返済額の割合
将来負担比率：将来返済がほぼ確実な借金などの

残高のうち、市税等で負担する割
合

資金不足比率：事業規模に対する資金不足額の割
合

扶助費 物件費 人件費 普通建設事業費 補助費等 公債費

繰出金 貸付金 積立金 維持補修費 災害復旧費

◆健全な財政状況（健全化判断比率）

◆公営企業も資金の不足なし（公営企業の資金不足比率）

扶助費：生活保護費、児童手当など社会保障に関
するお金

物件費：公共施設の維持管理に必要な光熱水費、
委託料など

人件費：職員の給料や退職金、議員や各種委員の
報酬など

普通建設事業費：道路・学校・保育園・体育施設
など、公共施設の建設費

補助費等：団体や事業への補助金など
公債費：借入金の返済（元金と利子）
繰出金：国民健康保険や介護保険など、特別会計

へ支出したお金
貸付金：中小企業への貸付金など
積立金：基金の積立金
維持補修費：道路や公共施設の補修費
災害復旧費：災害等で被害が出た道路などの復旧

費

1,119億330万円
前年比＋1.2％

歳出

一般会計歳出

一般会計の形式収支は、29億5,183万円
（翌年度への繰越財源を差し引いた実質収支は、22億4,385万円）

松本市の最新の財政指標

災害復旧費
2 億3,200万円

維持補修費
12億5,335万円

扶助費
223億6,494万円

物件費
177億9,402万円

人件費
172億2,062万円

普通建設事業費
145億5,666万円

補助費等
126億5,545万円

公債費
89億8,589万円

繰出金
85億3,237万円

積立金
22億8,270万円

貸付金  60億2,530万円

指標名
松本市

早期健全化基準 財政再生基準
4 年度 3 年度

実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 11.25％ 20.0％

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 16.25％ 30.0％

実質公債費比率 3.4％ 3.5％  25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担なし 将来負担なし 350.0％
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